


結果と課題の説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○成果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□提案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△課題

価値ある学習課題・めあての
醸成

○問いかけの工夫（１年）・教材，題材から伝わることを確認する（１年）継続。子どもの発言に対して「問う」場面をつくる
（思考を広げるきっかけ）（１年）
○導入場面において，ＩＣＴを活用したり，身近な話題や題材を活用したりして，子どもの興味関心を引き出せる教材，題材との
出合わせ方を工夫する（２年）
○子どもの疑問を引き出す（３年）・既習事項を確認し，「こうやれば・・・」「こんな方法で・・・」という気づきを促す（３
年）既習にかかわる見通しがもっと価値あるものになるように改善し，継続したい（３年）
○「やってみたい」「できそう」が生まれる授業づくりのため，これまでに活用した見方，考え方を掲示したり，気づきが生まれ
る題材との出会い方を工夫したりする（４年）算数科を中心に丁寧な単元構想を練る（４年）
○疑問や意欲を引き出すため，「興味関心や日常生活から問題提起をする」「一人の気づきを共有する」「学びとくらしをつなげ
る癖をつける」「子どもとの対話や宿題を工夫を大事にする」「教師と子どもが協働し，必死に真剣に気づきを探す」ことに留意
する（５年）既習の活用場面が生まれる課題設定を工夫し，気づきを促す（５年）学びに向かう姿に価値をつける（５年）
○「学習のゴールをもたせる」「適用問題やミニテストを通して今の自分と向き合わせる」ことで，「気づき」を引き出し，その
「気づき」から学びのプロセスを創る（６年）ゴールを目指す過程で「どんな力がつくのか」を気づかせていく（６年）

「やってみたい。調べたい。こう
したい。こうやればできそうだ。
など思いをもって学習した」

80 88 86 81 B

〇発言に対して問いかけたり、自分たちで気づくことができるよう、「やってみる」ことを大切にしたりすることがで
きた。
〇既習事項を確認し、そこからできることやずれに気づいてめあてにつなげることができる時もあった。
〇子どもの気づきや疑問から「めあて」を決めることができた。
〇既習事項との関連を考えて、本時の課題を解決しようとする姿勢が少しずつ身に付きつつある。
〇ミニテストを適宜実施し、今の自分の習熟度に向き合わせることができた。
〇児童が知りたい、やってみたいを引き出す課題設定や問いかけを意識した。
△子ども主体の学習を進めることができるようにしていきたい。
△それぞれの単元に対する理解が十分でない。
△実態にあった問いとの出会わせ方ができないことがあった。
△学習の見通し（ゴール）を持たせるような取組は不十分であった。
△付けたい力を明確にした単元構成が十分にはできなかった。
□大きな研究会（県外等）や校外での研修に積極的に参加し、還元する。
□市教委の資料や動画を使った研修を校内でも行う。

・既習事項を活用する。（めあて、気づき、考える等）
・縦のつながりを意識した単元構成を考え、見通しをもった授業づくりを行う。
・つけたい力を意識して授業をする。
・子どもの実態に合わせた問いや発問を設定し、子どもの主体的な学びを引き出す。
・研究会や研修に積極的に参加し、本校の研究に関わるところをどのようにしておられたかを簡単に報告し共用す
る。
・大きな研究会（県外等）や校外での研修に積極的に参加し、還元する。
・市教委の資料や動画を使った研修を校内で行う。

自分たちの暮らしをよりよく
するための課題を見つける

○見通しがもてるような事前指導（１年）・字，絵，写真などを使った視覚化（１年）。学級目標を意識した気づきから見通しを
もたせる（１年）
○帰りの会で振り返り，友達のよさや困り感に気づく（２年）帰りの会のもち方を工夫する（２年）
○帰りの会での振り返り（３年）その時間を生み出す工夫をしていく（３年）
○学級目標について振り返る場を設け，学級目標をベースにした学級づくりをめざす（４年）
○「気づき」から行動にうつすまでを大切にする（５年）・がんばり貯金（がんビー）を行い，よい気づきを共有する（５年）
○週末のＰＣ日記に振り返りのスペースを設け，学校生活への気づきを促す（６年）２学期は実践する
○健康委員会の活動を子ども主体で進められるように「気づき」を引き出す工夫をしていく（養護）

「学級や学校，自分のくらしをよ
りよくするための課題に気づくこ
とができた」

80 77 67 68 C

〇見通しがもてるように、事前指導をしたり視覚化を図ったりして工夫できた。
〇学級目標を意識して過ごせるような声かけやふり返りをすることができた。
〇カードを通して、自分たちのくらしを振り返ることができた。
〇単元によっては自分たちの生活の中の問題点から課題設定ができた。
〇学級目標について振り返る機会を多くもった。
〇班活動、係活動を取り入れ、気づきが生まれる場をつくった。
〇身体測定時の保健指導において、児童が心身の健康課題に気づけるように、発達段階や各学年の課題に応じたテーマ
の設定や、身近な場面の提示を心がけた。
○△週末のPC日記に振り返りのスペースを設けることを３学期から取り組んだ。友達、学級、学校の観点で行った。取
り組み開始が遅かったため、十分に次のアクションまで起こせなかった。
△自分たちで課題に気づくことができるような取り組みができなかった。
△一週間ごとの振り返りの時間をつくることができなかった。
△自分たちの暮らしを自分たちでよくしていくという意識付けが足りなかった。
□高学年として全校を巻き込んだ活動を計画的にできるとよい。

・気づきが生まれる場をつくり、気づいたことを価値づけする。
・児童総会の開催。議題から募集する（学級で考える機会の設定）。
・委員会や学級の振り返り・成果・課題の発信（児童朝礼）について、意見が出せる時間を設け、子どもの主体性を
のばす。
・児童用のアンケートの設問を見直す（わかりやすくする）。

「気づき」をもとにして，自
分の方法で最後まで考えき
り，伝えきる

○学びのゴールの明確化（１年）・考えた理由の説明（１年）・多様な表現方法の提示（１年）継続。
○ペアやグループなど，考えを出しやすい場を段階的に設定したり，既習を想起する場面をしかけたり，書く活動を随時取り入れ
たりしながら，発言だけでなく，文章による表現を大事にする（２年）
○単発的な発言にならないよう，発表の基本形を示す（２年）
○時系列や文章の構成にも目を向けさせ，筋道の通った思考ができるよう支援していく（２年）
○理由や根拠を言葉や図で書ききる（３年）丁寧さを追求したい・ノートの評価（３年）
○「焦点化した問題の設定」「思考が深まる板書」により，自分なりに見通しをもって思考できる授業をめざす（４年）思考の支
えとなる環境づくりとにこサポとの連携を図る（４年）
○「多様な意見が出せる雰囲気づくり」「既習を想起する場面設定」「ヒントや使える教材の準備」「最後までやり抜く力の育
成」「多くの考えから最適解を導き出す学び方の習得」「落ち着いて解ききる・書ききる学びに向かえる環境」を意識し，多角的
多面的に問題をとらえながら学びを深める授業をめざす（５年）
○自分の言葉で「言いきる」「書ききる」ことを大事にしたり，ＩＣＴを用いて「学習の見える化」を進めたりして，自分なりの
方法で根拠をもちながら思考できるようにする（６年）

「自分の方法や考えを大事にして
学習し，最後まで伝えきり，やり
きることができた」

80 66 86 87 B

〇自分の考えを書いたり、話したりすることができるようになってきた。
〇言葉と図（数直線）をつなげて考えることを意識することができた。
〇出した課題やテストなど、最後までやりきることを重視した。
〇にこサポと細目に情報交換し、一人一人の状況を把握し日々の授業に生かした。
〇子どもたちに任せるところは任せて活動に取り組ませることができた。
〇「最後まで自分の言葉で言いきる、書ききる」指導を継続して行った。多くの児童が意識してするようになってき
た。
〇自分の言葉や方法で伝える姿勢を受け止め、周りの児童と共有できるような声掛けを意識した。
△ノートを使って考えをまとめたり、深めたりするまでには至らなかった。
△ノートのていねいさや書き方の評価ができなかった。（理由を一緒にかくなど）
△よりよい解決方法について検討を重ねることができなかった。
△全体指導の中で、より多くの児童が見通しをもって考えられる発問や板書の仕方。

・「最後までやり切る」のイメージ化
・最後までやりきる、伝えきる、書ききる指導を重視する。
・各学年の育てる力の系統化
・自分の考えを表現する機会を十分にもつ。
・相手意識をもって表現する指導
・ノートを効果的に使用する（ノートにまとめる良さを子どもが実感できるように）

学級・学校生活をよりよくす
るための方法を考える

○「気づき」をもとにした行動（１年）・声をかけ合える雰囲気づくり（１年）・自分事として考える雰囲気づくり（１年）継
続。
○自分で決めて行動したり，よりよい方法を自分で決められる選択肢をもたせたりして，改善解決に向けた取組を考える場をしか
けていく（２年）
○互いの注意の仕方を考え，見直していく場を設ける（２年）
○帰りの会での気づきから，学級活動で話し合う（３年）
○まずは，担任主導で学級環境の型を整えたり，善し悪しの判断基準をつくったりしていく（４年）・よりよい案が出たら，みん
なで検討し，少しずつ自治的能力がつけられるようにする（４年）子どもに任せるところは任せていく。そして成功体験を増やし
ていく（４年）
○「児童の提案を大事にした学級活動での議論」を通して，自分たちで学級をよりよく創ることを大切にする（５年）
○学級活動の話し合いの場を大事にし，改善解決に向けた取組を考える（６年）取組を振り返る場を設ける
○健康委員会の活動の中で，健康促進の方法を子ども主体で考えられるようにする（養護）

「学級・学校をよりよくするた
め，自分なりに方法を考え，改善
に向けた取組をしていた」

80 66 83 64 C

〇見通しがもてるようにしたことで、お互いに声をかけ合って行動することができるようになってきた。
〇トラブルが起きたときに、自分たちのくらしを振り返るポイントになった。
〇理由をつけて自分の考えを話すようにし、話し合いを深められるようにした。
〇ＩＣＴの活用により、様々な考えを出しやすくした。
〇子どもたちから出た提案を受け入れ、実行に向けて支えることができた。
〇必要に応じて学級活動での話し合いや振り返りの場を設けて実践した。自分たちなりの方法で学級や学校の課題解決
を目指し、取り組んでいた。
〇健康委員会の活動の中で、本校の健康課題を見つけたり、改善方法を全体へ伝える方法を考えたりと子ども主体で活
動ができた。
△自分事としてとらえることができるよう、話し合いの機会を設定できたが、教師主導で話し合いが進み、自分たちで
納得のいく解決をするまでには至らなかった。
△行った活動に対して、しっかりとフィードバックできなかった。
△自分たちで考え、活動することで学校をよりよくしていけるという雰囲気をもっと健康委員会全体へ広げたかった。

・児童会活動の充実
・学校生活のよいところや課題を考えるしかけをする。（児童集会・児童総会の活用）
　→児童総会で各学級からの意見を集約して今後の活動につなげる。（前期・後期でできるとよい）
・「こうしよう」と決めたことを守ろうとする。呼びかける。
・トラブルや課題を学級・学校をよりよくするためのきっかけにする。
・見通しがもてる視覚支援を行う。

協働しながら学びを深める

○聞くときの姿勢指導（１年）・最後まで聞いてから発言する（１年）継続。一つの考えを「つなぎ」の言葉を使ってみんなで深
めていく（１年）
○友達の意見をしっかり聴く姿勢を大事にしたり，意見に理由をつけることを大事にしたり，よりよい選択ができる視点を提示し
たりして，よりよく選択したり，まとめたり，整理したりする経験を増やす（２年）
○違う意見を大事にしていく意識をもたせる（２年）
○ペア学習で違う意見にふれる。その際，評価の視点を明確にする（３年）ペアの学習の中で，相違点から学べる場面をつくりた
い（３年）
○一人の思考を全体につなぐ言葉がけをしたり，ＩＣＴを活用したりして，友達の考えからともに学び合う授業をめざす（４年）
その姿勢を育てる（４年）
○自分なりの手段での考えや意思を表出できるようにしたり，ペアトークやグループトークで子ども同士で解決に向かう場面をつ
くったり，自分の学びを振り返る場面を設け，価値づけたりしながら，みんなで学習するよさを実感できる授業をめざす（５年）
そのために，認め合う場を意図的に設定する
○ペア学習やグループ別の学習形態を取り入れたり，自分の言葉でまとめたりすることで，考えを交流させ，新たな考えを導き，
獲得できるようにする（６年）そのために，児童がいろいろな役割（立場）を経験できるようにする

「友だちみんなで考えを伝え合
い，よい学習ができた」

80 88 81 92 A

〇つなぎの言葉を掲示したり、うまくつないで発言した児童をほめたりすることで、友だちの考えをよく聞いて、それ
につなげて発言できるようになってきた。
〇グループ活動を取り入れ、違う意見にふれたり、協働する充実感を味わわせたりする時間をつくった。
〇児童の意見を他児童へつなぐ言葉かけをしたり、聞き返したりすることで、「聞くこと」への意識が向上しつつあ
る。
〇何事も全員で取り組もうという意識を大切にして活動に向かうことができた。
〇保健指導の中で、ペアやグループワークを取り入れ、互いの発言から新たな学びや発見を得られるようにした。
△学校生活に慣れてきたためか、集中して話を聞くことが、１学期よりできなくなってきた。
△「聞くこと」への姿勢が定着していない。
△協動的な学びの良さを子どもたちに価値づけできていないことが多かった。
△どの児童も授業に参加している実感をもつことができるように、適宜学習形態を変えて学習指導を行ったが、「学び
を深める」まで十分な指導はできなかった。

・「ペアで」「グループで」など形態を工夫する。
　→伝えやすくする。場を設定する。話合いを取り入れて、互いの発言から新たな学びや発見を得られるようにす
る。
・つなぎの言葉の活用
・一人の発言を他児童につなぐ指導者の声かけ。
・理由まではっきりと伝える。
・相手意識をもった話し方や聞き方への指導に力を入れる。

合意形成を図りながらよりよ
い学級・学校生活を創る

○トラブルを機会として，全員で考える風土づくり（１年）・考えた解決法に継続して取り組むための振り返り（１年）みんなで
学級目標を振り返る。連絡帳へ「今日の一番」を記入（１年）
○学級目標を意識づけたり，掲示を工夫したり，トラブルが起きた時には学級全体のこととして考えさせたり，特別支援教育の視
点をもったりしながら，自分たちで決めて活動する経験，みんなでできる経験，困った時には助け合う経験を増やす（２年）トラ
ブルが起きたときは，自分の行動を振り返り，自分のくらしを創る意識をもたせる（２年）
○きらきらカードを継続し，取組の成果を共有する（３年）中には問題点もあったので，協働の中で見つけたその気づきを生かし
たい（３年）
○まずは，担任主導で学級環境の型を整え，聞くことを大事にできる環境をつくる（４年）・よりよい案が出たら，みんなで検討
し，少しずつ自治的能力がつけられるようにする（４年）個々のよさや学級のよさに価値をつけていくことを心がける。それをみ
んなで共有する機会をつくる（４年）
○学級活動を中心に，みんなの意見をぶつけ合う機会を設けたり，それぞれのよさを認め合う時間を学期末（定期的）に設けたり
して，協力して取り組む風土をつくる（５年）
○学級活動での振り返りの場を大事にする（６年）
○みんなで健康促進のための取組ができる風土を少しずつ築いていく（養護）

「学級や学校の生活をよくするた
めにみんなで活動し，その成果や
みんなの成長を実感していた」

80 77 77 83 B

〇話し合いの機会を設けたことで、よりよい学級にしようとする意識が高まった。
〇連絡帳へふり返りを書いたり、帰りの会でふり返りをしたりすることで、学級目標や生活目標を意識しながら生活す
ることができた。
〇学習公開に向けての取り組みは児童の発想ややる気をそのままの形として表すことができた。
〇学級の良さ、個々の良さを積極的に価値づけ、視覚化した。
〇話し合いの仕方（議題について話し合うこと、意見の理由を伝えること、一人一人の意見を大事にすることなど）を
大事にして、協働しながら解決に向かう姿勢をつくった。
〇学級のきまりをつくるときは、全員で妥当かどうか考えながら設定した。
〇学級や学校行事で互いに共通のゴールを意識し支え合い活動を進められた。
〇コケコッコー貯金や生活習慣カレンダーの結果を全体へ返したり、個々の成長を比較できるようにしたりして、健康
促進の取組ができる風土を築けるよう努めた。
△みんなで考えた解決策を継続させる手立てがもう少し足りなかった。
△家庭を巻き込んで、児童の健康課題の改善に取り組む機会が少なかった。

・呼びかけたこと（学級からの呼びかけはとてもよかった）を全校で共通して取り組む機会をつくる。
・目標やゴールをみんなで共有した上で活動し、その成果や成長を分かち合う。
・学級目標を意識した取組は継続する。

○授業づくりと学級づくりの充実により，よりよい人間関係を築く。
「友達といっしょに楽しく仲良く
勉強したり，学級を創ったりし
て，仲間をつくることができた」

90
100 94 94 A

〇ふり返り等で、友だちに対するよい発言が出てきたときには、すぐに取り上げ、その人はもちろん、それに気づいて
発言した人もみんなで認めあった。
〇トラブルがおきたときには、みんなで自分事として考え、まわりの人も一緒に解決していこうとする雰囲気をつくる
ことができた。
〇一人一人に声を掛けがんばりやよさを紹介し認め合う雰囲気づくりを行った。
〇小さな問題や出来事も詳細に聞き取り、早期対応し解決することに努めた。
〇日常生活の様子の把握、学習成果物のチェック、QUシートの活用等、いろいろな角度から児童の変化をとらえ逃さな
いよう心がけて取り組むことができた。
〇個別学習を行い、一人一人の学力向上を重視した。
〇気になる児童には、声をかけたりＳＣとの定期的な面談へつなげたりした。
△事実確認、落とし込みがつめてできない時があった。
△保護者への報告が遅れた案件があった。（教員間の情報共有が遅れたため）

・早期対応、早期解決
・その日のことをその日のうちに大人に相談し、家に持ち帰らないことをどの学級も指導する。
・報告・連絡・相談を密に行う→適切な初期対応へつなげる
・学級の出来事も職員会議（月曜日）、職員朝礼（水曜日）で共通理解する。
・子どもの話題を気軽に話せる環境づくり

○子どもの学びのプロセスの中に，単元や学習内容の特質を考えながら，タブレットや本を使うことを方法として選択できるしか
けをしていく。
○授業におけるＩＣＴ活用研修を行い，知識や技能に幅をもたせていく。

「前とくらべて，タブレットや本
を使って学習する時間がふえた」

80 66 70 47 C

〇図書館を積極的に活用し、時間があれば読書をする姿が見られた。
〇図書館司書の協力を得ながら、国語科等で図書館を活用することができた。
〇単元によって、関連する資料を使って調べたり教室に本を置いたりした。
〇ＩＣＴを積極的に使おうとする姿がみられた。
〇ＩＣＴの情報収集に努力した。有効活用ができそうな場面では取り入れた。
〇１日の内必ず１時間以上ＩＣＴを活用した授業を行った。
〇健康委員会でタブレットを使用し健康課題の改善方法を子ども主体で考えられた。
〇体の学習やＳＣとのＴＴ授業等において、参考図書の斡旋を司書にお願いした。
△計画的に図書館活用をすることができなかった。
△図書館を活用して「調べる」活動ができるようにしたかった。
△保健教育や委員会活動等で児童が直接図書館を活用する機会を作れなかった。
△ＩＣＴを授業内で効果的に使えなかった場面があった。
△「ＩＣＴを活用する」までには至らなかった。

・がんばっていると思う。
・職員が使い方の研修を受けたい。→ICTの効果的な活用についての研修
・作成したり、共有したりする際に積極的にタブレットを活用し、ＩＣＴの有用性を感じさせる。
・児童用のタブレットの画質が悪く、使うときに困ることがある（機能面）
・図書館の活用方法を考える。
・学校図書館司書との連携を深める。

○重点目標を視点とした業務の見直しと改善（１２月業務改善協議）

「授業・学級経営が充実してい
る。」「プライベートが安定して
いる。」「家庭で休めている。」
と実感できている教職員の割合が
９割以上

80 88 A

〇やるべきことを優先して行い、早く帰ることができるようになった。
〇空いた時間を、児童の学力向上と教材研究にあてるようにした。
〇自分なりのタイムマネジメントやバランスをとり業務を遂行することができた。
△経験でことを進めるだけでなく、自己研修をして授業の質の向上を図りたい。
△仕事の整理や優先順位をつけることができず、授業の質の向上（教材研究）に多くの時間を確保することができな
かった。

・本校は十分できていると思われるが、今後も意識して取り組む。
・仕事の優先順位を考え、時間を有効に使う。

【めざす学校像・教師像】   「安心して学べる学校」｢信頼される学校」「よさが発揮できる学校」・「笑顔で協働できる教職員」「信頼関係を築き，温かい人間関係を育む教職員」「学び続ける教職員・積極的な研修参加」「自立した教職員」

令和６年度　「学校評価シート」             

【学校教育目標】 　「自ら学び　心豊かな　たくましい　静間っ子を育てる」
【学校教育重点目標】 　「気づき　考え　みんなで創り出す　　～子ども主体の学びの文化・くらしの文化の創造～　」

評　価　計　画 自己評価

改善案
中期経営目標

保

護

者

％

評

　

価
評価指標

目

標

値

　

％

職
員
％

児

童

％

短期経営
目標

達成のための方策

（みんなで創り出す）
人とつながり、協働しながら解
決・創造していく意欲・態度の
育成

学びの基盤となるＩＣＴ活用と図書館活用の充実

授業の質の向上とワークライフバランスを確立するための業務改善

（気づき）
自分で問いを立てる力の育成

（考え）
思考，表現し，解決のために学
び，行動する力の育成

いじめ防止に向けた取り組みの充実

《評価》

A:(十分達成した）

B:(おおむねできたが今後も改善が必要）

C:(改善が必要）

《評価》
A:(十分達成した）
B:(おおむねできたが今後も改善が必要）
C:(改善が必要）


